
小倉北区魚町の火災について（令和６年１月９日現在） 

 

１ 魚町火災緊急対策本部会議   

 第１回会議開催：令和６年１月４日（木）  

 主な議題：対策本部設置、被災状況報告、今後の取り組み 

 構 成 員：市長、副市長、産業経済局長、環境局長、建設局長、 

建築都市局長、消防局長、小倉北区長 

 

 

２ 相談窓口設置 

 （１）開 設 日：令和６年１月４日（木）～当面の間 

 （２）設置場所：北九州市役所７階 商業・サービス産業政策課内 

 （３）相談件数：３1件（令和６年１月９日現在） 

 （４）主な相談内容：資金繰り（融資）、補助金・支援策、 

被災店舗への立ち入り 

 （５）参考：北九州商工会議所、福岡県北九州中小企業振興事務所にも 

相談窓口を設置 

 

 

３ 商店街等における空き店舗活用事業の特例措置 

「商店街空き店舗活用事業」の災害特例を適用し、店舗の早期再開を支援。 

（１）補助上限額：１２０万円 

（２）補 助 率：５分の４ 

（３）補 助 内 容：賃料または開業時の改装費等 

 

 

４ 地元との協議 

 ・今回の火災は、「鳥町食道街」「魚町１丁目商店街」「米町第２町内会」の 

  ３つの団体に属する店舗が被災。 

 ・今後、店舗の営業再開やがれき撤去が円滑に進むよう、各団体の代表者と 

面談し、支援メニューの情報提供などを行っている。各団体の会合等が開 

催される際は、必要に応じて市も参加する。 

令和６年１月１１日 

経済港湾委員会資料 

産 業 経 済 局 
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①…4月 19 日火災 

②…8月 10 日火災 

参考資料 

旦過地区火災に関する市の取組状況（令和 4 年度） 

 

 取組項目 内 容 

１ 
プロジェクト 

チーム 

・庁内横断的に事業者の支援や災害復旧など、迅速な対応を図るためプロ

ジェクトチームを設置。（4/20） 

・これまでに６回の会議を開催した。（4/20,4/28,5/25,8/12,9/2,11/2） 

構成員：産業経済局長、環境局長、建設局長、消防局長、小倉北区長 

    市民文化スポーツ局長 

オブザーバー：北九州商工会議所、福岡県中小企業振興課 

２ 相談窓口 

・融資や店舗移転に関する補助、その他生活に関する様々な相談に応じる

相談窓口を設置。（①4/20～5/31）（②8/12～9/2） 

設置場所：市立商工貿易会館 3 階 9:00～17:00(土日祝日除く) 

受付件数：①58件（電話相談、その後の個別相談含む） 

     ②26 件（電話相談含む） 

３ 応援相談窓口 

・市に寄せられた寄付やボランティア等、支援の内容の整理と受け入れる

被災者との調整を図る窓口を設置。（①4/20）（②8/12） 

設置場所：産業経済局産業政策課にて受付 

受付件数：①114 件 ②18 件 

４ 
クラウド 

ファンディング 

・がれき撤去費用などの資金調達のため、小倉中央商業連合会がクラウド

ファンディングを立ち上げ。市は、立上げに関する支援や広報を協力。 

①募集期間：4/26～5/31 

目標金額：1,000 万円 

  達成金額：約 5,540 万円（2,375 件） 

 ②募集期間：8/26～9/30 

目標金額：2,000 万円 

達成金額：約 1,437 万円（664 件）※金額には振込手数料含む。 

５ 
市の施設への 

がれき受入れ 

・処理手数料の減免、手続きの簡素化（①4/27、②8/12 に被災者へチラシ

配布等の案内を開始） 

・ゴールデンウイーク期間中の片付け作業に対応するため旦過市場内に

臨時相談窓口を設置。(相談件数：23 件) 

６ 

市場通り 

（アーケード通り） 

の安全確保 

・二次災害が発生しないよう、火災によるアーケードの影響調査及び仮囲

いなどの安全対策を実施。 

 ①5/14～ 全区間で暫定供用開始 

②9/3～ 市道魚町９号線（南北方向の市場通り）の暫定供用開始 

③10/17～市道魚町７号線（大學堂跡地横）の供用開始 

④11/16～市道魚町６号線（東西通り）の供用開始 

７ 
区役所での 

支援 

・区役所内での連携した相談・支援体制の構築。 

・旦過地区への応援メッセージの発信、募金箱（小倉中央商業連合会）の

設置など。 
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８ 火災現場の 

消毒 
・市場関係者からの異臭や害虫発生に関する要望を受け、プロジェクト

チームから保健福祉局へ消毒作業を依頼（作業日：①5/27、②8/26） 

９ 
地元会合への 

参加 

・火災発生日から旦過市場関係者が連日開催している会議や、被災者が

4/21 に立ち上げた「被災者の会」に参加。 

・被災地区で組織する「旦過地区復旧対策会議」へ市もオブザーバーと

して参加。R5.5.25 解散。 

・8/30 開催の総会において、8月火災の被災者も構成員となった。 

（産業経済局商業サービス産業政策課、建設局神嶽川旦過地区整備室） 

10 

商店街等における 

空き店舗活用事業の

特例措置 

・商店街の火災及び自然災害に遭った事業者に限定して、「商店街空き

店舗活用事業」に特例措置を設け、火災や災害により店舗が流出し、

商店街のにぎわいが失われるのを防ぎ、商店街の復興を支援するも

の。 

交付決定件数  ：①16 件 

  ②20 件 

11 仮設店舗の整備 

・旦過地区再整備事業の更なる推進のため、再整備事業区域外（新旦

過横丁の跡地）に仮設店舗を整備するもの。 

・整備スケジュール（予定） 

 令和５年１月２３日 仮設店舗整備着手 

３月末   仮設店舗整備完了 

     ４月以降  準備が整った店舗から順次営業開始 

           ※4 月 3店舗営業開始 
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魚町火災の概況について 

１ 場所 

２ １１９番通報の入電日時 

３ 対応状況 

４ 出火場所及び出火原因 

５ 死傷者等 

６ 焼損面積 

７ 被災状況 

８ 出動状況  

令和６年１月１０日 

環境水道委員会資料 

消 防 局 

1

小倉北区魚町一丁目４番（鳥町食道街など） 

 令和６年１月３日（水）１５時１０分 

１月 ３日（水）１９時４６分 延焼阻止 

（燃え広がりを阻止した状態） 

         ４日（木） ４時 １分 火勢鎮圧 

（下火になった状態） 

８時 ９分 鎮火状態 

（ほぼ消し止められ、残り火がないか確認を 

行っている状態） 

     ５日（金） ８時５０分 鎮  火 

（完全に消火した状態） 

  調査中 

  なし 

  約２，９００㎡（※速報値） 

（１）焼損店舗数 ３６店舗（※速報値） 

（２）被災世帯  １世帯２人 

（１）消防署 ３５台（消防ヘリコプター１機含む） 

（２）消防団  ９台    
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９ 消火活動状況 

10 火災調査の状況 

11 参考資料 

２

消火活動の写真・・・別紙１、２ 

（１）原因調査（火災がなぜ起きたのか）  

ア 現場での原因調査 

１月５日（金）９時３０分から１月６日（土）１５時３０分まで 

  イ 今後の対応 

火災原因の究明（関係者の証言の確認、燃え残ったものの詳細な調査など） 

（２）損害調査（火災でどのような損害があったのか） 

ア 現場での損害調査 

１月５日（金）９時３０分から継続中 

イ 今後の対応 

焼損面積や焼損店舗数の把握、被災証明書の発行など 

最近の木造商店街等火災の比較
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別紙１

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

Ｏ 

ビ 

ル 

鳥町食道街 

魚
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

魚町銀天街アーケード 

至 小倉駅（北） 至 旦過市場（南） 

【上空（西側）からの状況】

小倉北区魚町火災（１月３日） 写真

３
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別紙２

【東側からの状況】 

【西側からの状況】 

４
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参考資料 

 最近の木造商店街等火災の比較 

項 目 旦過地区火災（１回目） 旦過地区火災（２回目） 枝光本町商店街火災 魚町火災（今回）

入 電 

令和４年 

４月１９日（火）

2 時 38 分 
令和４年 

８月１０日（水）
20 時 54 分 

令和４年 

１０月１日（土）

15 時 19 分 

令和６年 

１月３日（水）

15 時 10 分 

延焼阻止 6 時 41 分 

１１日（木）

1 時 37 分 17 時 12 分 19 時 46 分 

火勢鎮圧 7 時 50 分 2 時 00 分 17 時 24 分 

４日（木）

4 時 1 分 

鎮火状態 11 時 53 分 16 時 41 分 17 時 52 分 8 時 9 分 

鎮 火 ２１日（木） 19 時 30 分 19 時 00 分 21 時 00 分   ５日（金） 8 時 50 分 

焼損面積 １,９２４㎡ ３,３２４㎡ ２４９㎡ 約２，９００㎡（※速報値） 

焼損店舗数 ４２店舗 ４５店舗 ９店舗 ３６店舗（※速報値） 

死傷者等 なし なし なし なし 

出動状況 

（延べ数） 

消防署：２３台、８９人 

（消防ヘリ含む） 

消防団：５台、４５人 

合 計：２８台、１３４人 

消防署：３２台、１２８人 

（消防ヘリ含む） 

消防団：９台、５４人 

合 計：４１台、１８２人 

消防署：２０台、７１人 

消防団：１０台、９３人 

合 計：３０台、１６４人 

消防署：３５台、１５０人 

（消防ヘリ含む） 

消防団：９台、７２人 

合 計：４４台、２２２人 

令和６年１月８日現在

５
8


